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40　鶏の雌性生殖器由来の腺癌
〔高野儀之（山形県）〕

鶏，雑種，年齢不明（2 歳齢以上），雌，愛玩用，鑑
定殺．6羽の雑種鶏を飼養する愛玩鶏農家で，2013 年 7
月下旬に 1羽で食欲不振と鶏冠退色が認められ，8月上
旬に横臥状態となったことから病性鑑定が実施された．
外貌は，削痩，重度貧血及び腹部膨満を呈していた．
剖検では，体腔臓器（腸管，卵管，卵巣，肝臓）の漿膜
面や腸間膜，卵管間膜に播種性の腫瘍性白色結節形成が
認められ，黄色透明の腹水貯留や心囊水の増量を伴って
いた．腫瘍性結節は特に卵管及び卵巣で顕著に認められ
た．
腹腔の腫瘍性結節では，大小さまざまな腺管を形成す
る腫瘍細胞が浸潤性に増殖し，間質の増生を伴っていた
（図 40）．一部の腺管内腔には弱好酸性の分泌液が認め
られた．腫瘍細胞は比較的小型で立方から円柱状であ

り，弱好酸性の細胞質を有し，核は類円形から円形で基
底側に位置し，クロマチンの分布は総じて均等であっ
た．腫瘍細胞の異型性及び多形性は弱く，有糸分裂像も
ほとんど認められなかった．卵管及び卵巣に認められた
腫瘍細胞は，抗サイトケラチン マウスモノクローナル
抗体（Clones：AE1/AE3，256 倍希釈，DAKO），抗
オボアルブミン ウサギポリクローナル抗体（4,096 倍
希釈，Nordoc）を用いた免疫組織化学的染色で陽性を
示した．病原及び生化学的検査は実施しなかった．
鶏の卵管や卵巣に発生する腺癌の腫瘍細胞がオボアル
ブミン抗原を有するとされていることから，本症例の腫
瘍は雌性生殖器由来の腺癌と診断された．

41　牛の大脳における出血，壊死，ラブドイド細胞の
出現を伴う悪性腫瘍

〔水島　亮（青森県）〕
牛，ホルスタイン種，雌，14 カ月齢，斃死例（死後
約 5時間経過）．2013 年 5 月から背弯姿勢を示すことか
ら獣医師が治療した．10 月頃から行動・動作が鈍化し
て衰弱し，11 月 7 日には徘徊し，壁や柱に寄りかかり
自立不能となり，12 日早朝に斃死したため病性鑑定が
実施された．
剖検では，外貌は削痩し，左側に褥瘡があり，褥瘡部
には膠様浸潤が認められた．右大脳嗅溝部周辺にピンポ
ン玉大の脆弱な腫瘤が存在し，髄膜の右前部に出血，左
前部に小血管の充盈を認めた．その他の臓器には著変は
認められなかった．
組織学的に，大脳腫瘤内には広範な出血及び壊死がみ
られ，円形から楕円形の淡明核を有する細胞質が乏しい
短紡錘形から類円形の腫瘍細胞の肉腫様浸潤を認め，有
糸分裂像も散見された．一部の腫瘍細胞の細胞質に好酸
性の滴状物の形成を認め，球状の好酸性物質により核が
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図 42　新生子牛の心臓の粘液腫．心内膜下に増殖した腫
瘍細胞は細胞質に乏しく，細胞外基質に富んでいる
（HE染色　Bar＝200μm）．

図 41　牛の大脳における出血，壊死，ラブドイド細胞の
出現を伴う悪性腫瘍
細胞質に球状の好酸性物質を有する腫瘍性ラブド
イド細胞（矢印）の増殖（HE染色　Bar＝25μm）．

にもみられた．また，プルキンエ線維に空胞形成がみら
れた．顔面皮下の腫瘤は脂肪腫であった．
以上のことから，本症例は新生子牛の心臓の粘液腫と
診断された．心臓の粘液腫は胎生期粘液組織の遺残と考
えられるものと線維芽細胞由来の真の腫瘍と考えられる
ものとがあるが，本症例については不明であった．

43　子牛の上皮型中皮腫
〔水野剛志（群馬県）〕

黒毛和種，去勢，79 日齢，鑑定殺．2014 年 3 月 12
日に腹囲の著しい膨満，呼吸促迫，著しい陰囊腫大を呈
した子牛について，陰囊ヘルニアを疑い手術をしたとこ
ろ，陰囊内に手拳大の腫瘤が認められた．その後も腹囲
膨満は変化せず，衰弱が激しいため，3月 20 日に病性
鑑定が実施された．
剖検では，横隔膜，大網，臓側腹膜及び壁側腹膜表面
に黄白色または暗赤色を呈する米粒大からハンドボール
大の大小さまざまな結節性腫瘤が多発性に認められた．
腫瘤の割面は白色，黄白色，暗赤色と多様で，周囲との
境界は明瞭であった．
組織学的に，第四胃漿膜の腫瘤は上皮様細胞の重度な
増殖により形成されていた（図 43）．腫瘍細胞は細胞質
に富み大小不同で，二核を有するものや有糸分裂像も認
められた．腫瘤表面では多数の管腔形成がみられ，一部
では乳頭状に増殖する像も認められた．腫瘍細胞の増殖
は漿膜のみでみられ，腹腔内の多発性腫瘤はすべて同様
の組織像を示していた．アルシアンブルー（pH2.5）染
色では，腫瘍細胞周囲，管腔構造及び管腔内貯留物に陽
性反応が認められた．
免疫組織化学的染色により，腫瘍細胞は抗サイトケラ
チンマウスモノクローナル抗体（Clones：AE1/AE3，

偏在するラブドイド細胞が散在した（図 41）．免疫組織
化学的染色で，腫瘍細胞及びラブドイド細胞の細胞質内
好酸性滴状物は抗ビメンチン マウスモノクローナル抗
体（Clone：V9，256 倍希釈，ニチレイ）に強陽性反応を
示した．透過電子顕微鏡学的検査において，ラブドイド
細胞の細胞質内に 5～10nmの渦巻き状に配列するフィ
ラメントが認められた．なお，細胞間接着装置は認めら
れなかった．
以上のことから，本症例は腫瘍細胞の由来の特定には
至らなかったが，牛の大脳におけるラブドイド細胞の出
現を伴う悪性腫瘍と診断された．

42　新生子牛の心臓の粘液腫
〔小川明宏（千葉県）〕

交雑種，雌，1日齢，鑑定殺．2014 年 4 月 8 日出生．
初乳は摂取したが吸い付きが弱く，出生時より右眼の後
方に手拳大の腫瘤がみられた．
剖検では，左右心室心内膜に小豆大から大豆大の有茎
性白色腫瘤が多発していた．腫瘤は柔らかく，割面はゼ
ラチン状であった．顔面の腫瘤形成部では，皮下に手拳
大の脂肪組織塊があり頭蓋骨に変形がみられた．
組織学的には，心臓の腫瘤は心内膜下に疎に増殖した
小型の腫瘍細胞と豊富な細胞外基質から構成されていた
（図 42）．腫瘍細胞の大部分は紡錘形の細胞であったが，
しばしば星状の細胞もみられた．核は楕円形から紡錘形
で，細胞質は乏しかった．細胞外基質はアルシアンブ
ルー（pH2.5）染色で青染し，トルイジンブルー染色で
メタクロマジーを示したことから，酸性ムコ多糖類を主
体とする粘液と考えられた．粘液基質と腫瘍細胞は心内
膜に隣接する心筋線維間の結合組織にもみられ，心筋線
維間は拡張していた．同様の変化は心筋層内の血管周囲
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主要臓器，腹水及び尿から病原細菌は分離されなかっ
た．ワラビ給与歴はなかった．
以上のことから，膀胱の粘膜下に認められた腫瘍は未
分化癌であり，乳頭状増殖巣はポリープ性膀胱炎と診断
された．

45　牛の胸腔にみられた良性末梢神経鞘腫瘍
〔藤野晃司（岐阜県）〕

ホルスタイン種，雌，125 カ月齢，鑑定殺．本症例は
起立困難及び食欲不振を示したため，病性鑑定が実施さ
れた．
剖検では，第 1から 3胸椎腹側に直径約 20cmの乳白
色から黄白色で，やや硬固感を有する非可動性の腫瘤が
みられた．割面は，白色充実性の固い部分と，透明感の
ある柔軟な部分が混在していた．他の臓器に著変は認め
られなかった．
組織学的に，弱好酸性の細胞質を有する境界不明瞭な
紡錘形の腫瘍細胞がみられ，束状，波状，あるいは渦巻
き状に配列し，複雑に錯綜していた．Verocay body様
の配列も散見された．紡錘形の腫瘍細胞間に広い間隙が
みられる領域があった．アザン染色及び鍍銀染色で腫瘍
細胞間に膠原線維及び好銀性の細網線維が確認された．
グリメリウス染色で神経内分泌顆粒は認められず，フォ
ンタナ・マッソン染色でメラニン色素はほとんどみられ
なかった．免疫組織化学的染色では，抗ウシ S-100 ウ
サギポリクローナル抗体（400 倍希釈，DAKO）で核及
び細胞質に陽性反応が認められ，抗グリア線維性酸性タ
ンパク（GFAP）ウサギポリクローナル抗体（500 倍希
釈，DAKO）及び抗ビメンチン マウスモノクローナル
抗体（Clone：V9，100 倍希釈，DAKO）で細胞質に陽

256 倍希釈，DAKO）に陽性で，抗ビメンチン マウス
モノクローナル抗体（Clone：VIM 3B4，256 倍希釈，
PROGEN）に弱陽性を呈した．
以上のことから，本症例は子牛の腹膜の上皮型中皮腫
と診断された．

44　牛の膀胱におけるポリープ性膀胱炎・未分化癌
〔安藤正視（高知県）〕

黒毛和種，雌，7 歳 8 カ月齢，鑑定殺．繁殖農場で，
母牛が食欲廃絶及び背弯姿勢を呈したため加療した．発
症時から BUNと CREが高値を示し，1 週間後に病性
鑑定を実施した．
剖検では，尿臭を伴う淡黄色腹水の貯留，左右腎臓の
腫大，出血斑が認められた．膀胱壁に 8cm大の凹凸不
整，出血，壊死を伴う腫瘤が認められ，周囲に透明感の
ある，最大 1cmの乳頭状腫瘤や囊胞が密発していた．
組織学的に，多形性を示す腫瘍細胞が粘膜固有層から
筋層にび漫性に増殖し（図 44A），核は大型の円形から
類円形で，明瞭な核小体を 1から 2個有し，多核化や分
裂像が散見された．細胞質は好酸性から好塩基性で，ア
ルシアンブルー（pH2.5）染色陽性の空胞が散見された．
PAM染色で一部の領域に基底膜を伴う胞巣状増殖が認
められた（図 44B）．リンパ管や血管内に腫瘍細胞がみ
られた．免疫組織化学的染色では，大部分の腫瘍細胞が
抗サイトケラチン マウスモノクローナル抗体
（Clones：AE1/AE3，256 倍希釈，DAKO）及び抗ビ
メンチン マウスモノクローナル抗体（Clone：VIM 

3B4，256 倍希釈，PROGEN）に陽性を示したが，一
部はサイトケラチンのみ陽性であった．
乳頭状腫瘤及び囊胞は，一部に粘液産生を伴う不規則
な厚さの移行上皮細胞に被われ，間質にリンパ球と形質
細胞の浸潤が散見された．

図 43　子牛の上皮型中皮腫．第四胃漿膜面から乳頭状に
増殖する腫瘍細胞（HE染色　Bar＝50μm）．

ⒶⒷ

図 44　牛の膀胱におけるポリープ性膀胱炎・未分化癌
A：大小さまざまな異型性の非常に強い細胞が増殖し
ている（HE染色　Bar＝50μm）．

B：一部領域には基底膜に囲まれた胞巣状の増殖が観
察される（PAM染色　Bar＝50μm）．
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な程度の角化を示し，単一細胞角化や癌真珠の形成が認
められた（図 46）．間質では線維性結合組織が増生し，
リンパ球や形質細胞の軽度浸潤がみられた．腫瘍細胞は
抗ウシケラチン（ワイド）ウサギポリクローナル抗体
（500 倍希釈，DAKO）に陽性を示し，抗ビメンチン マ
ウスモノクローナル抗体（Clone：VIM3B4，200 倍希
釈，ARP）に陰性であった．腫瘤表層では，好中球浸潤，
出血，壊死，線維素滲出，細菌塊を伴う錯角化が重度に
認められ，有棘層細胞内には好酸性滴状物がみられた．
細菌学的検査で腫瘤深部の拭い液から Trueperella 

pyogenes及びグラム陽性桿菌が多数分離された．
以上のことから，本症例は牛の眼瞼の扁平上皮癌と診
断され，キャンサーアイの重度の症例と考えられた．

おわりに，組織写真撮影並びに病理組織標本作製にご協力い
ただいた動物衛生研究所動物疾病対策センター疾病診断室技術
検査課 藤沢敏夫技師，小林　勝技師及び嶋田恵美技師に深謝
する．

本事例のとりまとめは動物衛生研究所病理部門 岡田洋之
（1-6），播谷　亮（7-12），芝原友幸（13-18），生澤充隆（19-
24），谷村信彦（25-30），川嶌健司（31-36），山本　祐（37-
41），木村久美子（42-46）が分担して行った．

（編集責任：動物衛生研究所 病態研究領域 川嶌健司）

性反応が認められた．抗デスミン マウスモノクローナ
ル抗体（Clone：D33，100 倍希釈，DAKO），抗ヒト  

平滑筋線維アクチン マウスモノクローナル抗体
（Clone：1A4，100 倍希釈，DAKO）は陰性であった．
以上のことから，本症例は良性の末梢神経鞘腫瘍

（PNST）と診断された．PNSTはと場で偶然に発見さ
れる症例が多いが，本症例は生前に臨床徴候が発現した
まれな症例と考えられた．

46　牛の眼瞼の扁平上皮癌
〔石田　剛（福岡県）〕

ホルスタイン種，雌，67 カ月齢，生存例．右側眼瞼
に膿瘍が認められて治療が開始されたが，改善はみられ
なかった．3カ月後に外科的に摘出した腫瘤について病
性鑑定が実施された．
肉眼的に右側上下眼瞼は拳大の腫瘤が形成されて著し
く隆起し，眼球を観察できなかった．腫瘤表面は粗造で，
痂疲形成や膿汁流出が認められた．
組織学的には，腫瘤内に楕円形から多角形の大型の核
と弱好酸性の細胞質を有する腫瘍細胞が，不規則に大小
さまざまな胞巣を形成していた．有糸分裂像も多く認め
られ，細胞間橋がみられた．一部の胞巣では，中心部に
向かって細胞質が豊富となり，やがて扁平化やさまざま

図 45　牛の胸腔にみられた良性末梢神経鞘腫瘍．核の帯
状の柵状配列が核に乏しい領域（無核帯）を取り囲
む（verocay body）（HE染色　Bar＝50μm）．

図 46　牛の眼瞼の扁平上皮癌．胞巣状に増殖した腫瘍細
胞内には多数の癌真珠が観察される（HE染色　Bar
＝50μm）．


